
学生
制作型

ハマカルアートプロジェクト ���� < 学生制作型 > では、

福島県浜通りを中心とした福島 �� 市町村 *（東京電力福島第一原子力発電所の事故により、

現在も一部避難指示が継続され、依然として人口、経済などあらゆる面に震災や原子力災害の

痕跡が色濃く残り、挑戦していくべき課題が多い地域）において、

学生の創造性を一つの基軸とし、住民の方々との交流を通じて、地域の歴史、生活、文化の再発見、

あるいは新しい価値の創出を目指しています。

基本的にアートプロジェクトの実施を想定していますが、いわゆるアートに限らず

多様なまなざしによる創造性溢れた取組の申請を歓迎します。

法人等が地域内外の学生を招待し、学生をコーディネートする形でアート活動や展覧会を実施
�� 市町村を舞台にした映画制作の企画募集を開催し、制作された作品を県内外で上映
地域住民参加型のワークショップで制作した木材アートを使って、イベントを開催

プロジェクトの例

申請締め切り

*「��市町村」とは、同原発事故に伴い避難指示等の対象となった福島県田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、
川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村及び飯舘村を指します。

交付決定後から、���� 年 �月��日（金）まで

事業期間
https://hamacul-project.com

詳細や申請方法については、
公募サイトをご確認ください。

H A M A C U L  A R T  P R O J E C T

公募中

一次公募

二次公募

参加表明・申請書類提出ともに　�月��日（水） ��時

参加表明　�月�日（月） ��時
申請書類の提出　�月�日（水） ��時



現地調整・事業推進をサポート

本事業では、主に �� 市町村内での学生等によるアート活動に取り組む間接補助事業者（法人・任意団体）を募集します。

本事業における間接補助事業者と学生との共創体制の枠組みには、下記の � つがあります。

１. 実習枠：学生を含めた人員で構成される間接補助事業者が、主体となって取組を企画、実施する場合

２. 企画募集枠：間接補助事業者が本事業で取組を行う学生を募集・採択し、学生の取組を支援する場合

お問合せは、すべて電子メールにて受け付けます。ご不明の点などございましたら、お気軽にお問い合わせ ください。

ハマカルアートプロジェクト����　事務局メールアドレス
contact★hamacul-project.com　（「★」記号を「@」記号に置き換えて下さい。）

「ハマカルアートプロジェクト ����」は経済産業省から「地域経済政策推進事業費補助金（映像芸術文化支援事業）」の採択を受け、株式会社
Wasshoi Lab が事務局を運営しています。

補助額

補助対象経費 人件費、旅費交通費、会議費、謝金、原材料・備品費、消耗品費　等 **

* 事業効果が十分であると判断される場合は、��� 万円を下回る事業も採択される場合があります。

** 補助対象経費について、詳細は公募サイトに掲載している、公募要領と補助事業事務処理マニュアルをご確認ください。

���万円* ~ �,���万円 補助率 ��/��

現地コーディネート、アート活動に関するアドバイス等、充実したサポートを用意しています。

公募期間中は、�� 市町村内の現地ネットワークづくり、現地視察を目的としたマッチング会（要申込）を実施します。

また、採択決定後は進捗会議を実施して、アート活動に必要な人脈づくりや活動場所に関するサポートを行います。

主な支援内容

事業概要

補助内容

成果報告会の場の提供
採択事業者が事業期間内に取り組んだアート活動や制作物を発表する場として、成果報告会を開催します。

成果報告会は、�� 市町村内で ���� 年 � 月頃に実施する予定です。会場や開催内容については、採択事業者の

取組内容に応じて企画します。

事業にかかる費用の補助
アート活動等、本事業で行う取組にかかる費用を � 事業あたり最大 �,��� 万円補助します。

人件費、備品費、交通費、謝金等、幅広い費用に活用いただけます。

問い合わせ先


